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事業者名 助成金額
（万円）事 業 名

＊ブラウンブック／カルチュラル・エンジニアリング 1970 年日本万国博覧会がＵＡＥに及ぼした影響などの研究とその文書化 700

国際文化交流、国際親善に寄与する活動（一般助成事業）

教育、学術に関する国際的な活動（一般助成事業）

国際文化交流、国際親善に寄与する活動（重点助成事業）

　特定非営利活動法人国際交流の会とよなか

　モザンビークのいのちをつなぐ会

　一般社団法人産業人文学研究所

＊IYCO & KAKAFURAHA

＊冨田人形共遊団

　特定非営利活動法人リトル・クリエイターズ

＊Share the Wind

　認定特定非営利活動法人ミュージック・シェアリング

＊日本ミクロネシア文化交流会

＊龍野アートプロジェクト

　特定非営利活動法人エデュケーション ガーディアンシップ グループ

　一般社団法人京都ハラールネットワーク協会

＊いしがき少年少女合唱団

＊公益財団法人日本フィルハーモニー交響楽団

＊公益財団法人鼓童文化財団

　京都造形芸術大学舞台芸術研究センター

　小松サマースクール実行委員会

　Peace Art project in ひろしま実行委員会

＊青い鳥児童合唱団

＊特定非営利活動法人 Little Bridge

　特定非営利活動法人 Peace Field Japan

＊さっぽろ人形浄瑠璃芝居あしり座

　特定非営利活動法人ウォーターエイドジャパン

　オペラ「ザ・ラストクイーン」実行委員会

＊フラー・クラフト・ミュージアム

＊ウェリントン市議会

＊サンティアゴ・メトロポリタンパーク

＊ニッポン・コネクション e.V.

＊コーデン城日本庭園

＊国立世界文化博物館／民族学博物館

＊ ジャパン・ソサエティー

大阪～ウズベキスタン青少年交流 

第３回アフリカ・マコンデ族の音楽と文化交流ツアー 

伝統技法を用いた日本文化の理解醸成と人材開発事業 

HIFA2018（2018 年度ハラレ国際芸術祭）でのアフリカ音楽家との交流事業 

日本大使館主催「日本年」への出演 

チャイルド・エイド・アジア2018 

日本の竹工芸技術を活かしたカンボジア王国リエンポン村における教育促進と雇用創出プロジェクト 

ICEP（インターナショナル・コミュニティー・エンゲージメント・プログラム）2018 

ミクロネシア連邦国際文化交流プログラム ～フラワー・アーツと伝統文化儀式交換～ 

龍野アートプロジェクト in クラクフ 

第 23 回海外高校生による日本語スピーチコンテスト及び青少年のための異文化交流プログラム 

ハラール適合型和食の開発と” ハラール肉フェス in 京都 ” の開催 

いしがき少年少女合唱団　スイス　チューリッヒ演奏旅行 

日本フィルハーモニー交響楽団韓国公演 2018 

日仏友好芸術交流事業 鼓童 × 太陽劇団『Kodo Soleilプロジェクト』 

ポール･クローデル生誕 150 周年記念『繻子の靴』公演事業 

小松サマースクール 2018 

Peace Art Project in ひろしま『平和と美術と音楽と』 

ウイーン少年合唱団と共演コンサート in アウガルデン宮殿 －夢に希望を託して－ 

ボスニア・ヘルツェゴビナと日本の子どもたちによる国際交流試合 

“ 絆 ” KIZUNA　プロジェクト 

札幌・ノボシビルスク　芸術文化活動を通した国際交流事業 

第 11 回国際水協会（IWA）世界会議・展示会における知的交流に向けたセミナー・ブース展示 

創作オペラ「ザ・ラストクイーン　朝鮮王朝最後の皇太子妃」関西公演 

日本料理のアート、クラフト、デザイン：実用の品とその美 

ウェリントン・ジャパンフェスティバル 2018 

サンティアゴ・メトロポリタンパークの日本庭園のメンテナンス向上 

第 18 回日本映画祭「ニッポン・コネクション」 

コーデン城日本庭園四季の文化交流公演展示 

2018 年ストックホルム民族学博物館茶庭専門家派遣 

八王子車人形 
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　東京国際ヴィオラコンクール実行委員会

　EPM2018 組織委員会

　揺らぎが生む秩序の物理学最前線国際会議組織委員会

　特定非営利活動法人パンゲア

＊民藝運動フィルムアーカイブ制作委員会

＊模擬国連全米大会　日本代表団派遣事業運営局

　NPO 法人おおさかこども多文化センター

　科学の祭典実行委員会野外実験班

　公益社団法人日本セラミックス協会

　日本植物脂質科学研究会

＊International Development Field Camp for 
Myanmar and Japan Youth Leaders

＊特定非営利活動法人アースウォーカーズ

　QFS2018 組織委員会

＊高麗大学校グローバル日本研究院

＊欧州日本専門家協会

ヴィオラスペース2018　vol.27　第 4 回東京国際ヴィオラコンクール 

9th International conference on Electromagnetic Processing of Materials 

揺らぎが生む秩序の物理学に関する最新課題を討論する国際会議 

ICTツールを用いた児童のための京都異文化サマースクール事業 

民藝運動フィルムアーカイブプロジェクト（2018） 

2019 年模擬国連会議全米大会第 35 代日本代表団派遣事業 

外国につながる子どもを元気にするための実態調査 

第 11 回万博公園理科実験野外教室 ～科学を通じて国際性豊かな青少年の育成に向けて～ 

国際ガラス会議 2018 年年会 

第 23 回国際植物脂質シンポジウム開催事業 

International Development Field Camp for Myanmar and Japan Youth Leaders　2018

福島を伝え、再生可能エネルギーを学ぶ福島ドイツ高校生交流プロジェクト 

量子液体・固体に関する国際シンポジウム2018 

高麗大学校グローバル日本研究院〈日本学叢書〉刊行事業 －＜日本近代女性文学選集＞刊行－ 

国際会議「日本の Society5.0 構想における融和と分裂：欧州において開かれた社会のモデルとなるか？」 
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平成30年度　日本万国博覧会記念基金助成事業一覧　（＊印は国外事業）

　江戸時代から続く節分の「鬼追い」行事、北新地花街の風習「節分お化け（仮装）」、水
都大阪にふさわしく水に感謝する「お水汲み祭り」が一つになった早春の恒例行事。奈
良薬師寺の村上太胤管主による節分法要や薬師寺僧侶たちによる日本の歌謡の原点
といわれる「声明（しょうみょう）」をはじめ、北新地芸妓衆による舞の奉納やホステスた
ちによるお化けが披露され、多くの見物人で賑わいました。2004 年にはじまり第 15 回
を迎えた今年は、当地が舞台の浄瑠璃「曽根崎心中」にちなみ、文楽人形遣いの桐竹勘
十郎氏と吉田蓑二郎氏が遣う〝お初と徳兵衛〟も参加しました。関西･大阪 21 世紀協会
は、水都大阪の再生をめざし、この行事の立ち上げ時から参画してきました。

　今宮戎神社「十日戎」の奉納行事として、大阪府無形民俗文化財に指定されている宝
恵駕行列。江戸時代にはじまり、明治中頃からは花街の誘客や商売繁盛を祈願して行
われ、当時は 100 挺もの駕が担がれ、賑わいました。現在は地元商店会や経済界など
の協力により、その伝統が受け継がれています。今年は芸妓を代表して祐子さんを先頭
に、歌舞伎俳優の中村壱太郎さんや文楽太夫の竹本織太夫さんらが駕に乗り、「ほえか
ご、ほえかご」の掛け声とともにミナミの商店街に繰り出し、今宮戎神社を参拝しまし
た。関西･大阪 21 世紀協会 上方文化芸能運営委員会は、宝恵駕振興会実行委員会の
役員を務め、実施運営に携わっています。

　日本各地を旅しながら日本の伝統文化を探求する写真家エバレット・ブラ
ウン氏を招き、江戸時代末期から明治初期の撮影技法である「湿版光画」で撮
影された同氏の作品を紹介。伝統祭事や職人たちのポートレートなどから、日
本の面影や日本文化の将来について考察されました。その中で、「日本人はモ
ノを単なる道具ではなく、そこに生命を感じ、特別な思いを込めている。女子
高生が携帯電話にデコレーションを施すのはそうした国民性の表れ」とし、匠
の精神は職人固有のものではなく、日本人の国民性だと指摘。現代の若者が
庭師や染織などの伝統的な職人の仕事に携わり、その精神は脈々と受け継が
れていると解説されました。

　文化・芸術・スポーツ
などの分野で活躍し、関
西から日本を元気に明る
くした人や団体などへ、
感謝と一層の活躍を期待
して2003 年 に創 設され
た関西元気文化圏賞。そ
の贈呈式が文化庁芸術
祭賞贈呈式と合同で行われました。今年度は、陸上選手の
桐生祥秀さんに大賞、囲碁棋士の井山裕太さん、京都国立
博物館に特別賞が贈られ、文楽太夫の竹本織太夫（おりた
ゆう）さんらにニューパワー賞が贈られました。
　大阪市出身の織太夫さんは、8 歳で豊竹咲太夫に入門し、

文楽の素晴らしさを広めるべく多方面で活躍する注目株。
2018年1月に国立文楽劇場（大阪）で開催された人間国宝・
八代目竹本綱太夫「五十回忌追善公演」において、江戸時代
から続く大名跡の六代目織太夫（綱太
夫の前名）を襲名し、次代の文楽を担う
太夫の一人として、魅力ある舞台が期
待されています。織太夫さんは賞贈呈
式後の祝賀会で、「文楽界で 40 歳とい
えば、まだまだ若手。この素晴らしい芸
能を世界にも届けたい」と笑顔で語り
ました。また、同賞は、国内外の数々の
コンクールで受賞経験のある中学生チェリストの北村陽さ
ん（西宮市出身：P21 に記事）、「バブル」をテーマにしたキ
レのあるダンスで全国的に話題となった大阪府立登美丘高
等学校ダンス部にも贈られました。

村上太胤管主からお香水を受ける黒田章裕関西
経済同友会代表幹事（堂島アバンザ特設舞台）

ミナミの商店街に繰り出す宝恵駕行列

エバレット・ブラウン氏

受賞者と主催者
竹本織太夫さん

（合同祝賀会にて）

湿版光画で撮影された写真

関西･大阪 21 世紀協会は、「助成と顕彰」、「関西・大阪ブランドの発掘と発信」、「伝統の進化と創造」の
3 つを事業の柱としています。ここではそのなかのいくつかをご報告します。

イベント報告イベント報告

2018年2月2日／堂島薬師堂、曽根崎新地一帯　主催：堂島薬師堂節分お水汲み祭り実行委員会

第 15 回の節目に「お初・徳兵衛」も参加 堂島薬師堂節分お水汲み祭り

2018年1月10日／道頓堀～今宮戎神社　主催：十日戎宝恵駕振興会

ほ え か ご

新春のミナミに賑わい添える伝統行事 今宮戎神社十日戎「宝恵駕行列」

エバレット・ブラウン氏（国際フォトジャーナリスト、日本文化研究家）
2017年11月22日／中之島センタービル　

外国人写真家が見た日本の面影と日本人 交流サロン 21cafe

2018年1月22日／リーガロイヤルホテル大阪

2017 年度 関西元気文化圏賞贈呈式

写真提供：エバレット・ブラウン氏

日本万国博覧会記念基金


